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スマートフォンの地図上で現在地がわかる仕組み

スマートフォンの地図に現在地が表示される仕組みには、GPSと呼ばれる
衛星を利用した技術が使われています。地球の周りには多数の測位衛星が
飛んでおり、それぞれの衛星は自分の位置と時刻の情報を地上に向けて絶
えず送信しています。スマートフォンはこの信号を複数の衛星から受け取
り、信号が届くまでにかかった時間をもとに、衛星との距離を計算しま
す。三つ以上の衛星からの距離がわかれば、それらの情報を組み合わせる
ことで、地球上のどこにいるかを正確に割り出すことができるのです。こ
の仕組みが成り立つためには、非常に正確な時刻の測定が欠かせません。
そのため、衛星にはそれぞれ原子時計という極めて精密な時計が搭載され
ています。原子時計は、原子の性質を利用して時間を測るため、誤差がき
わめて小さいという特徴があります。さらに興味深いことに、この計算に
はアインシュタインの相対性理論も関係しています。衛星は地上より高い
位置を高速で移動しているため、時間の進み方が地上とはわずかに異なり
ます。この差を補正しない場合、位置の計算に誤差が生じてしまいます。
そのため、相対性理論に基づいた補正が加えられ、私たちは正確な現在地
を確認できるのです。


